
※ コース欄の○数字は保育専門職向けの内容となっています。

コース 日程 テ ー マ

1 11月5日（金） 感情にまつわる諸問題：感情コンピテンスという見方
芝﨑美和 (新見公立大学健康保育学科)

2 11月11日(木)
今、求められている子育て支援

ーみんなで子どもを産み・育てやすい地域社会をつくるためにー

八重樫牧子 (新見公立大学地域福祉学科)

③ 11月19日(金) 噛むことと健康
金山時恵 (新見公立大学看護学科)

4 11月25日(木) 英語で読む『はらぺこあおむし』他
山内圭 (新見公立大学地域福祉学科)

⑤ 12月2日（木）
日々の保育と感染予防

上山和子 (新見公立大学看護学科)

⑥ 12月8日(水) 楽器の奏法とアンサンブル
竹下可奈子 (新見公立大学健康保育学科)

7 12月16日（木） 気になる子どもの理解と支援のあり方を考える
黒山靖弘 (新見公立大学教育支援センター)

8 12月22日(水) 家庭で育む子どもの非認知能力
加藤由美 (新見公立大学健康保育学科)

9 1月12日(水) やってみよう！おはなし遊び
本渡葵 (新見公立大学健康保育学科)

10 1月14日(金) 障害児教育と戦争
立浪朋子 (新見公立大学健康保育学科)

⑪ 1月20日（木）
特別なニーズのある子ども達への支援に関する最近の話題

髙橋彩 (新見公立大学健康保育学科)

12 1月25日（火） 落ち着きのない子どもの支援のための「裏技・うらわざ」
松本好生 (新見公立大学健康保育学科)

新見公立大学
本館1階多目的ホール

会場

時間 １８：３０～１９：３０

10月26日（火）
※ただし各日程の2週間前まで申込可

締切

ーお申込方法・お問合せー
【にいみ子育てカレッジ事務局(新見公立大学内)】〒718-8585 岡山県新見市西方1263-2
ＴＥＬ：0867-72-0634 ＦＡＸ：0867-72-1492 E-mail：kosodate@niimi-u.ac.jp

開講にあたっては感染症予防対策を十分にとったうえで実施いたします。
受講の際には事前の検温、手指消毒、マスクの着用をお願いします。

2021年度 にいみ子育てカレッジ
子育て支援者に対する研修

子育て支援者や子育て中の保護者だけでなく、子育てに興味・関心のある方など地域のすべての方を対象とし、どなたで
も参加していただける研修です。新見公立大学の教員が研修を担当します。子育てをするうえで抱える課題を地域で共有
し、地域全体で子育て支援について考えてみませんか？皆様のご参加を心よりお待ちしております。

＊コース欄の○数字は保育専門職向けの内容となっています。

どなたでも
ご参加いただけます

参加費無料

要予約



2021年度にいみ子育てカレッジ子育て支援者に対する研修申込書

フリガナ 申込者区分 所 属

氏名 ・一般 ・専門職（職種： ）

住所

〒 連絡先（ ） －

E-mail：

【お申込者情報】 ＊下欄をすべてご記入ください

●希望される研修の各『参加希望』欄に〇を記入してください ●コース欄の○数字は保育専門職向けの内容となっています
●申し込み後に欠席される場合には、準備の都合等がございますので、必ず前日までにその旨をご連絡ください。（連絡先：0867-72-0634）

申込日：令和 年 月 日

＊ご記入いただいた個人情報は本研修の受付登録および必要なご連絡のみに使用し、その他の目的で使用することはございません。

1

11月5日
（金）

感情にまつわる諸問題：
感情コンピテンスという見方

参
加
希
望

7

12月16日
（木）

気になる子どもの理解と支援のあり方を
考える

参
加
希
望芝﨑美和 黒山靖弘

感情コンピテンスとは、感情理解力と感情表出力のことをいいます。
子どもたちは、遊びの中で、他者と様々な感情をやりとりしていま
す。本研修では、子どもの感情コンピテンスについて、発達の道筋
をたどりながら、どのような援助が大人に求められるかについて考
えていきます。

保育・幼児教育の現場や家庭などで見られる気になる子どもの姿
は多様です。その様子をどう理解し、就学後や将来の生活につな
がる支援をどう考えていけばよいか、具体例などをもとに考えます。

2

11月11日
(木)

今、求められている子育て支援
ーみんなで子どもを産み・育てやすい

地域社会をつくるためにー

参
加
希
望

8

12月22日
（水）

家庭で育む子どもの非認知能力
参
加
希
望八重樫牧子 加藤由美

子どもや子育て家庭を取り巻く環境が大きく変化し、子どもたちの
発達の様相や、親たちの養育力・養育方法、そして地域の子育て
力も変化しています。多様な家族の多様な子育てへに対応するた
めに、今、子育て支援者に求められている資質や支援方法につい
て一緒に考えてみたいと思います。

昨年度、保育専門職向けに「子どもの非認知能力を育むための保
育者の役割」というテーマで話をさせていただいたところ、家庭で親
が取り組める内容についての話が聞きたい、とのご要望があり、今
年度はこのテーマを設定しました。

③

11月19日
(金)

噛むことと健康 参
加
希
望

9

1月12日
(水)

やってみよう！おはなし遊び 参
加
希
望金山時恵 本渡葵

噛むことは専門的には咀嚼と言われます。咀嚼の機能は生まれな
がらにして備わっているものではなく、成長の過程で学習すること
で獲得されていくものです。食育の一環として噛むことと健康につ
いて考えてみたいと思います。

いくつかの玩具でおはなし遊びを体験します。体験をもとに、子ども
と楽しむためのアイデアを皆で出し合います。

4

11月25日
(木)

英語で読む『はらぺこあおむし』他 参
加
希
望

10

1月14日
(金)

障害児教育と戦争 参
加
希
望山内圭 立浪朋子

2021年5月、絵本作家のエリック・カールが亡くなりました。エリッ

ク・カールの名作絵本『はらぺこあおむし』は多くの方が読んだり、
読んでもらったりしたことと思います。この講座では、『はらぺこあお
むし』の原書版The Very Hungry Caterpillarを日本語版と比較しなが

ら読んでみたいと思います。また、エリック・カール作の他の絵本の
原書版にも触れてみたいと思います。

戦争中、障害児教育には様々な困難がありました。しかし、それで
も教育を続けようとした先生や地域の方々がいました。なぜ、どう
やって、彼らはこんな大変なことをしようとしたのでしょうか。教育の
先輩たちから困難の乗り越え方を学んでみたいと思います。

⑤

12月2日
（木）

日々の保育と感染予防
参
加
希
望

⑪

1月20日
（木）

特別なニーズのある子ども達への
支援に関する最近の話題

参
加
希
望上山和子 髙橋彩

今年は、コロナ禍、感染予防対策を取りながら、日々の保育が行
われていると思います。そのため、改めて保育を実践しながらでの
感染予防について考えたいと思います。

特別なニーズのある子どもたちへの支援に関して、講師が興味を
持っている最近のトピックを参考としながらお話をしたいと思います。
子どもたちへの支援の在り方について皆さんと一緒に考えていける
機会になれば良いなと思います。

⑥

12月8日
（水）

楽器の奏法とアンサンブル
参
加
希
望

12

1月25日
（火）

落ち着きのない子どもの
支援のための「裏技・うらわざ」

参
加
希
望竹下可奈子 松本好生

保育現場ではカスタネットやタンバリンは身近な存在ですが、その
正しい奏法や扱い方については意外と知らないことも多いのでは
ないでしょうか。楽器についての知識を深め、楽器あそびやアンサ
ンブルを一緒に体験しましょう。

年齢相応の行動ができにくい子ども、特に発達障害や境界線の子
どもには、支援のためのちょっとしたテクニックが必要です。コミュニ
ケーションひとつとっても、分かりやすく伝えるには、今、されている
関わりに、もうひと手間かけることで、通じるようになります。その、
もうひと手間についてお話しします。ヒントは、「わかっているだろう」
関わりは、ご法度です。

FAX 0867-72-1492（締切2021/10/26）※ただし、各日程の2週間前まで申込み可


